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1997年度日本線虫学会大会のお知らせ

第 5回 大会近づく

大会事務局

9月 3～5日 、第 5回 大会が札幌で開催

されます。
一

般講講演の申込みが過去最

多の 42題 にも及びました。プログラムを

読んでいただければ内容の豊富さにも気

付かれることと思います。第 1日 目は午

前 :一般講演、午後 :総会、シンポジウ

ム 「北の国の線虫問題一対策 と展望」、

再び一般講演です。2日 目は、朝から午後

6時 まですべて一
般講演ですが、夜には、

「海外 の線 虫事情 (ダイズシス トセ ン

チュウを中心に)」 について小集会を設

定いた しました。なお、当初計画 しま し

た 「ニンニクのイモグサ レセンチュウ」

(シンポジウムの 1演 題)は 予定演者の

ご都合により中止となります。

3日 目のエクスカーションでは、ジャガ

イモシス トセンチュウ発見後、25年 を経

た発生の中心地 ・留寿都村を訪ねます。

道立中央農試の現地ほ場で試験の状況を、

さらに地域の農業が線虫の侵入によって

どう影響を受け、変遷 してきたかを見学

したいと思います。また、往路の中山峠、

復路の湖、北海道ならではの風景を堪能

していただけます。 ご期待下さい。エク

スカーションの参加はバスの定員が一
杯

になるまで受け付けていますので、大会

事務局までお問い合わせ下さい。

(北海道農試 ・百田洋二)
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シンポジウム
ー般講演

懇親会

講演プログラム

1997年度本会大会を下記の通り開催い

たします。大会に関するお問い合わせは、

本会大会事務局 (〒062 札 幌市豊平区

キヶ丘 1 北 海道農業試験場 線 虫研究室

目巳 高吉 : 011-357-9247 、 FAX : 011-359-

2173)までお願いします。

1,日 程

9月 3日 (水)

10:00-11 45  -般 講演

15  総 会12:45～ 13

〔一般講演〕 10:00～11:45

(座長 相 原孝雄)

10:00101皆 川 望 (農研センター):

キタネコブセンチュウおよびキタ

ネグサ レセンチュウの分離効率に

及ぼすベルマンロー ト法の分離条

件の検討.

10:15102寺 本 健 (長崎総農林試):

長崎県におけるジャガイモシス ト

センチュウの発生生態  2.ジ ャ

ガイモ畑における年間発生消長.

10:30103清 水 啓 。大塚寛治 (農研セ

ンター):不 耕起ダイズ栽培圃場

におけるダイズシス トセンチュウ

の発生消長.

(座長 皆 川 望 )

10t45104百 田洋二 ・串田篤彦 ・植原健

人 (北海道農試):ダ イズシス ト

センチュウ産卵の特性.

11:00105相 場 聡 (北海道農試畑作セ

ンター):温 度変化によるダイズ

シス トセンチュウのふ化率の違い.

11:15106松 尾和之 ・山本泰由 ・辻 博

之 。自木一
英 (農研センター):

乾燥牛糞抽出物がダイズシス トセ

ンチュウの孵化に及ぼす影響.

11:30107助 iwanti,Si R.,K.Sugawara,N.

Kondo, K. Kobayashi and A. Ogoshi

(HokkaidO university)  Inlluence of

dle  Soybean  Qyst  Nematodc

控 姥/θ姥招 gr7cf″容)。n the lncidence

of Bttwn Stem Rot in Adzuki Bean

Cult市ars.

(休憩 昼 食 11:45～ 12:45)
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9月 4日 (本)

9:30～ 118:00  -般 講演

18:10～ 19:30  小 集会

9月 5日 (金)

8:30～ 17:00 エ クスカーション

「後志地方のジャガイモシス ト

センチュウ問題一現地見学」

2口 会場

大 会 :北方圏センター (道庁別館 12

階、札幌市中央区北 3条 西 7丁 目)

懇親会 :KKR札 幌 (札幌市中央区北

4条 西 5丁 目1)

交通 ・宿泊につきましては、本ニュー

ス No.10をご参照ください。

3.参 加費

大会参加費 2,000円

懇親会費 6,000円 (当日7.000円)

エクスカーション 3,000円 (昼食込)

なお、エクスカーシ ョンの受付は先着

45名 とします。

4口 講演プログラム

9月 3日 (水)



12:45～13:15 総 会

〔シンボジウム〕 13:15～15:45

(座長 真 宮靖治 。清水 啓 )

「北の国の線虫問題一対策と展望」

13:15 Sl 水越 亨 (道立道南農試):

北海道の施設に発生するナツマイ

モネコプセンチュウ.

13:45S2 串 田篤彦 (北海道農試):

ジャガイモシス トセンチュウのそ

の後一道内地域の現状 と今後の対

策―.

14:15討 論

14:25S3 山 田英
一 (雪印種首 (株)中

央研究農場):対 抗植物による線

虫防除.

14:55S4 福 澤晃夫 (北海道東海大

工):植 物由来のシス トセンチュ

ウに対す る生理活性物質 と生態的

防除.

15:25討 論

(休憩 15:35～15i45)

に一般講演〕 15:45～17:00

(座長 中 園和年)

15:45108佐 野善
一

(九州農試):

Pas,c″ガα″″C静餌Sの サツマイモネ

コブセンチュウヘの付着効率に及

ぼす土壌水分の影響.

16:00109村 上尚子 (佐賀大農)。 奈良

部 孝 (農研センター):野 外か

ら分離 したPatte″ガα′夕″夕rrazs 13分

離株のネ コブセンチュウ個体群ヘ

の付着特性.

16:15110奈 良部 孝 (農研セン

ター)。 村上尚子 (佐賀大農)・

川 田弘志 (船ネマテ ック):天 敵

細菌 Pas,c7ガα″″¢″α″Sと宿主ネコ

ノセンチュウの相互作用による付

着特性の変化.

(座長 西 澤 務 )

16:30111立 石 靖 (九州農試):

Pasr2″ガα″″でtraれsを 活用 した栽培

体系によるサツマイモネ コプセン

チ ュ ウ害抑制  I.ネ ヨブセ ン

チュウ抵抗性程度の異なるサツマ

イモ品種におけるP.″ ″胸″s施用

当年の効果.

16:45112三 平東作 ・福田 寛 (千葉農

試):施 設 トマ ト・キュウリ栽培

におけるPatte冴ガαクタ″夕lrttsのサツ

マイモネコプセンチュウ防除効果.

18:00～20:00 懇 親 会

9月 4日 (木)

に一般講演〕 9:30～18:00

(座長 高 倉重義)

9:30201谷 日祐代 。平野三記夫 ・三浦

伸章 (MOA自 然農法大学校)。

柿崎
一恵 (全国MOA自 然農法産

地支部連合会)・ 刀ヽ林義明 (元静

岡農試):MOA自 然農法圃場に

おける土壊線虫の発生経過と解析

I.調 査初期のネコプセンチュウ

の発生状況.

9:45202柿 崎一恵 ・阿部 卓 (全国M

OA自 然農法産地支部連合会):

自然農法におけるトマ ト栽培圃場

におけるネコプセンチュウ害に対

するギニアグラスの抑制効果.

10:00203阿 部 卓 ・柿崎一恵 (全国M

OA自 然農法産地支部連合会):

自然 農 法 に お け るイ テ ゴ の



PrⅢル″C力7S l,7筋″sに よる被害発生

とマ リー ゴール ド導入の試み (第

3報 ).

(座長 佐 野善一)

10:15204小 林義明 (アグロ ・カネショ

ウ側東海支店)・ 鈴木守之 (伊豆

の国農協)。 前島慎
一郎 (静岡県

中部農林事務所):バ スア ミド微

粒斉Jと陽熱処理の併用によるイチ

ゴ、ナスの線虫類、土壊病害に対

する効果.

10:30205北 上 達 (二重農技セン

ター):水 稲用育首器を利用 した

加温 ・加湿処理によるヤマノイモ

種芋寄生ネ コプセンチュウ類に対

する防除効果.

10:45206北 島美津子 。山田英
一 ・橋爪

健 ・高橋 穣 (雪印種苗),塩 谷

哲夫 (東京農工大):サ ツマイモ

ネ コプセンチュウ抵抗性の緑肥用

ソルガムの開発 (その寄生反応 と

品種間差異について).

(座長 平 田賢司)

11:00207荒 城雅昭 (農環研):本 邦産

ネヨプセンチュウの第 2期 幼虫に

よる同定と画像解析による第 2期

幼虫尾部形態の数値化.

11:15203樋 田幸夫 (元国際農研)。 人

重樫隆志 (明治大農)・ ソムクワ

ン キ ー リーワン ・ヌチャナー ト

タングチ トソムキ ド (タイ農 業

局):タ イのクワか ら採集 された

ネコブセンチュウ未記載種.

11:30209中 園和年 。アプディナ ・上田

憲一 (農整公団):南 カ リマンタ

ンのチガヤ草原移住地農家圃場に

おける植物寄生性線虫.

(休憩 昼 食 11:45～12:45)

(座長 石 橋信義)

12:45210草 野敬久 。市川洋子 。梅原

愛 。榎 木 祥 江 (県 立 広 島 女 子

大)・ 富樫一巳 (広島大):環 境

指標生物としての線虫の研究.

13:00211二 井一禎 (京都大農):毛 烏

素沙地の上壊線虫密度.

13:15212鬼 頭研二 (札幌医大医)。 大

山佳邦 (国立極地研):南 極 産

Pr2crars属線虫類の種構成 と分布、

および分類 。同定にともな う問題

点について.

13:30213浅 川満彦 (酪農大獣):日 本列

島産野ネズミ類の寄生線虫類 :そ

の分類および生活史.

(座長 荒 城雅昭)

13:45214吉 田睦浩 (農環研)・ 伊藤

元 (北海道大農):北 海道産バ ッ

タ類 (Insecta:Ac五didac)数 種に見

られたシヘンチュウ類 (Nematoda:

Memlithidac)に ついて.

14:00215伊 藤賢治 (農研センター)・

山 中  聡 (SDSバ イ オ テ ッ

ク):昆 虫病原線虫の種間 。系統

間での寄主探索行動の変異.

14:15216田 辺博司 ・山中 聡 (SDS

バイオ 。つ くば研)。 吉 田睦浩

(農環研):宮 崎県より分離 され

た sr?′ヵ?材で″rβ属昆虫病原性線虫お

よびその共生細菌の生物学的特徴.

14:30217額 爾教巳雅爾 。近藤栄造 。石

橋信義 (佐賀大農):Sr2′″研?で材α

属昆虫病原性線虫 3種 の運動性、



行動、および生存に及ぼす湿度の

影響.

14:45218石 橋信義 ・王 小 冬 。近藤栄

造 (佐賀大農):Steinernematidae

科昆虫病原性線虫の感染戦略.

(座長 二 井
一

禎)

15:00219ブ ニ ア ミン ・石橋信義 (佐

賀大農):九 州産ア フェ レンク

ス ・アヴェネの寄生糸状菌選好性、

温度選好性等についての 2、3の 知

見.

15:15220皿 本将隆 ・石橋信義 (佐賀大

農):ア フェレンクス 。アヴェネ

の人工培地に関する基礎研究.

15:30221近 藤知弥 ・石橋信義 (佐賀大

農)菌 食性線虫アフェレンクス ・

アヴェネの乾燥保存.

15:45222河 津一
儀 ・金子 昇 (岡山大

農):マ ツノザイセンチュウは無

菌化するとその病原性を喪失する。

16:00223真 宮靖冶 (玉川大農):ヒ ラ

タケの線虫捕食効果一マツノザイ

センチュウに対して.

(座長 吉 田睦浩)

16:15224酒 井淳一 ・花田 薫 。水久保

隆之 (九州農試):ミ ナ ミネグサ

レセンチュウ個体群間の rDNA

一 ITS領 域の塩基配列の比較.

16:30225水 久保隆之 (九州農試)。 大

類幸夫 (」T葉 たばこ研):ミ ナ

ミネグサ レセンチュウの個体群間

の生殖的隔離.

16:45226植 原健人 。串口篤彦 (北海道

農 試 )。 水 久 保 隆 之 (九 州 農

試)。 百田洋二 (北海道農試):

ネグサレセンチュウ 3種 同定のた

めの種特異的プライマーの作製.

(座長 水 久保隆之)

17:00227大 類幸夫 (JT葉 たばこ

研):PCR― RFLP角 年析 によ

る 日本産のジャガイモシス トセ ン

チュウおよび 4種 の Hcrcttrrc燿属

のシス トセンチュウの識別.

17115228串 田篤彦 ・植原健人 ・百田洋

二 (北海道農試):rDNAの I

TS l領 域の塩基配列 に基づ く

ジャガイモシス トセンチュウ各地

域個体群問差異.

17:30229平 田賢司 (横浜植防)・ 吉田

睦浩 (農環研):日 本産 打ル′″′″α

arPrビガc御7初 グループ 2種 の形態及

び rDNAの ITS領 域における

RFLPパ ターンの比較.

17:45230岩 堀英晶 ・神崎菜摘 。二井
一

禎 (京 都 大 農 )リ ボ ゾ ー ム

DNA/1TS領 域の塩基配列決定によ

る』7rsaphc′御c力7sッrOP力′7sぉ ょび

β.閉7crθ″所冴sの アイソレイ ト比較.

〔小集会〕 18:10～ 19:30

(世話人 百 田洋二)

「海外における最近の線虫事情」

18:10 El 西 澤 務 (日植防牛久研):

ブラジルにおける最近の線虫事情
―ダイズシス トセンチュウを中心

として一.

18:55E2 清 水 啓 (農研センター)。

相場 聡 (北海道農試):中 国吉

林省 にお けるダイズシス トセ ン

チュウ問題.

9月 5日 (金)



8:30～17:00 エ クスカーション

「発見 25年 一後志地方のジャガイモシス

トセンチュウ問題 (現地見学)」

&30北 海道庁旧庁舎前 発

1位30中 山峠経由 留 寿都村 (道立中央

農試現地試験圃場)着 、兼平主任

研究員及び普及センター担当者 に

よる説明.昼 食、現地見学.

1600洞 爺湖 。伊達経由 新 千歳空港着

1■00」 R札 幌駅 解 散

5.講 濃者の方へのお知らせ
一般講演の講演時間は、

一課題当たり 15

分 (予鈴 10分 、2鈴 12分 、終鈴 15分 )

です。講演者多数のため、時間厳守お願

V しヽます。

講演に使用する図表などは 351mの ス

ライ ドとし、講演
一題につき 10枚 以内と

して下 さい。各スライ ドの光源側には、

講演番号、演者名、挿入方向 (矢印また

は赤線)、 映写番号を付けて下さい。

1映
写順序

|
赤線

画面は倒立

201 北野 大 地
(氏名 )

大会参加 を予定 されている方で、参加

費等をまだ未納の方は、当日の会計事務

の筒素化を図るためにもなるべ く早く納

入されますよう、ご協力お願い致 します。

本大会の一
般講演の講演要旨は、会誌

第 27巻 2号 に登載する予定となっており

ます。要旨の修正が必要な場合は、9月 末

日までに農業環境技術研 究所線 虫 ・小動

物研究室 (〒305茨 城県つ くば市観音台

3,1‐1 、  FAX:  0298‐38‐8199 、  e‐1■all:

arachis②ⅢaeS.arrc.gOjp)宛に修正した要

旨をお送り下さい。

E事務局からコ

会議編集状況と

投稿先の変更について

前編集委員長 皆 川 望

会誌 27巻 1号 は、予定より遅れました

が、ようや く印刷にとりかか りました。

この号は、原著論文 4編 、資料 1編 を掲

載する予定です。投稿いただいた著者の

皆さん大変にお待たせ しました。発行は 9

月はじめの大会には少 し間に合わないか

も知れませんが、いましばらくお待ち下

さV 。ヽ

現在、校閲に回つている原稿は 3編 あ

ります。 これだけでは次の号は少 しさび

しい ところです。是非 !是非 !会員の皆

さんからの投稿をお願い します。今年あ

るいはいままでの線虫学会の大会で発表

される (た)研 究成果、また、今年の春

のいろいろな学会や研究会での発表をま

とめて論文にして下さい。

会誌の発行は、
一に投稿数があるか ど

うかで決まります。昨年の 26巻 は、とう

とう合併号で出すことになりました。雑

誌の背中に字が入 らないほど薄 くては学

会誌 としての評価にかかわ ります。発行

が遅れれば、投稿を敬遠 して、さらに投

稿数が減る悪循環にな ります。重ねてお

願い します。原著論文、総説、短報、資

料等どしどし投稿 して下さい。

なお、今年度か ら編集委員長は佐賀大



学の近藤栄造氏とな り、次号から担当の

予定です。 このため、投稿の宛先は下記

に変わります。よろしくお願いします。

最後になりましたが、この 2年 間会誌

発行 にご協力いただいた方々、特に、校

閲者、編集幹事の皆 さん、忙 しい中をご

協力をありがとうございました。

[新投稿先]

〒840 佐 賀市本庄町 1 佐 賀大学農学部

応用生物科学科線虫学研究室内 日 本線

虫学会誌編集事務局 編 集委員長 近 藤

栄造 電 話 :0952‐28‐8748(直 通)

第 7回 無脊椎動物病理学

ならびに生物的防除国際会議

(Viith iCiP 1998 Sapporo)

のご案内 (第2報 )

日本線虫学会も後援 してお ります標記

国際会議の案内が事務局に届きましたの

で概要をお知らせ します。

本 国 際会議 は無脊 椎 動物 病 理 学 会

(Society for lnveAebrate Pathology、略称

SIP)カミ4年 に一度開く国際学会で、日本

での開催は初めてになります。学問領域

は昆虫病理学 (害虫防除)な らびに貝

類 ・甲殻類の病理学で、BTを はじめとす

る生物防除や トランスジェニック作物、

さらには昆虫ウイルスをベクターとして

昆虫細胞でインシュ リンなどの医薬品を

生産 させる技術など成果は多岐にわたつ

ています。

残念なが ら線虫そのものを病理学の対

象 とした研究は想定 されていないようで

すが、昆虫病原線虫を使った害虫の生物

防除が含まれています。関連分野で研究

されている方は積極的に参加 しましょう。

会議の名称 :

第 7回 無脊椎動物病理学並びに生物的

防 除 国 際 会 議 (VII t h  I C I P  1 9 9 8

Sapporo)第 4回 Baclllus thuttngitnsisに

関する国際会議

対象分野 :

生物農薬、害虫の総合防除、新規抗生

物質、新規殺菌斉J、遺伝子組換え耐虫

性作物、害虫防除用線虫剤、魚病防除

剤、エビ病防除剤

日程 :

平成 10年 8月 23日 (日)～ 28日

(金)

23日 参加登録、ウェルカムパーティ‐

24日 開会式、特別講演、シンポジウム

25日 シンポジウム、一般講演

26日 ポスターセッション、エクスカー

ション、5kmレ ースマラソン

27日 シンポジウム、
一
般講演、ポス

ターセッション、懇親会

28日 一般講演

開催場所 :

テルメインターナショナルホテル札幌

〒002 札 幌市北区東茨戸 132

Tel:011‐773‐2211

参加者範囲 :

公私立教育研究試験機関 (大学 ・研究

所等)の 昆虫病理、免疫、医薬、バイ

オテクノロジー関係研究者ならびに農

薬、医薬関連企業の担当者。農林水産

省および各都道府県の上記関連担当職

員、高等学校教員、ならびに上記内容

に関心を持つ一般の会員、学生等。

参加予定者数は国外 350名 、国内 150

名で合計 500名。

参加登録費 :

SIP会 員  30,000円

非会員 35,000円



ただし、1998年4月 10日以前の登録

の場合。4月 10日以降はUSS50追加。

上 記 登 録 費 に は ウ ェル カ ムパ ー

ティー、5kmレ ースマラノン、懇親会

の参加費が含 まれてい ます。エクス

カーションは別料金 (10,000円:2食 付

き)で す。
一般講演ならびにシンポジウム講演申し

込み期 日 :

1998年4月 10日

なお、参加 。講演 申込方法、申込先に

ついてはまだ連絡が来てお りません。分

か り次第ニュースで案内する予定です。

その他のお問い合わせは学会事務局まで。

E記 事 ]

林学会大会マツ材線虫病
セッションに参加して

神崎菜摘

(京都大学農学研究科地域環境科学専攻)

今年 4月 3日 、九州大学において開催

された 日本林学会大会で、 「マツ材線虫

病は 日本の森林をどのように変えたか」

と題するテーマ別セッションが行われた。

このセ ッシ ョンでは 「マツ材線虫病」を

キーワー ドに様々な分野の研究者か ら合

計 15題 の講演があり、活発な論議がなさ

れた。参加人数が当初の予想を上回 り、

午後か ら会場が変更 されるとい うハプニ

ングに見舞われたものの、それ以外は特

に大 きな問題 もな く、ほぼ順序通 りに

セッションは進行 した。

まず、名古屋大学農学部の只木良也氏

は 「日本人の営み とマツ林」と題 した講

演で、 日本文化 と深い関わ りのあるマツ

が、文献に登場するのは比較的新 しく、

人間の利用による森林土壌の痩悪化に伴

い優 占してきた樹種であること、そ して

このようなマツ林の景観上、防災上の重

要性について述べ られた。続いて、京都

大学農学部の大畠誠一氏は 「マツ属の分

類系統 とマツ枯れ」 と題 したテーマの中

で、抵抗性樹種の分布などか ら、線虫の

原産地がアメリカ東海岸であるとの見解

を述べ られた。 この冒頭の 2題 の講演を

通 して、 日本におけるマツ属樹種、マツ

ノザイセンチュウの位置づけが再確認 さ

れた。

次に、マツ材線虫病によつてマツ林が

失われた場合の影響について、森林総合

研究所河合英治氏は海岸クロマツ林が防

災に及ぼす影響に関する評価を行い、マ

ツ枯れによるその機能の低下は、被害を

最小限にくい止めることにより防ぐこと

が可能であり、また、被害林においては

天然更新により他の樹種でその防災機能

が代替されていることを示された。また、

島根大学の片桐成夫氏 らは、マツ材線 虫

病被害林の上壊窒素の無機化能、硝化能

を季節的に調査 した結果、マツの枯死 と

い う現象は撹乱要因としては意外に小 さ

いことを示された。この講演と関連して、

同病による森林撹乱が上壌微生物に与え

る影響についてコメンテーターの関西総

合環境センター伊藤氏によるマツタケと

アカマツ林におけるマツ材線虫病の関係

についての報告があった。伊藤氏による

とマツタケ減産はマツ材線虫病以前か ら

始まってお り、む しろ里山土壊の富栄養

化が松茸減産 と本病拡大の共通の要因で

あると説明された。動物相への影響につ

いては名古屋大学農学部柴 田叡弐氏の議

演があり、マツに関与する 218種 の昆虫

の うち、枯死木の増加に伴い、一時的に



はそれを利用するカ ミキリ、ゾウムシ類

個体群の増加、種の多様化が起きるが、

長期的にはマツ林の衰退による負の効果

があるのではないか との指摘があつた。

また、植物生態学の視点か ら千葉中央博

物館の藤原道郎氏はマツ枯れは遷移後期

の林相でより多 く起 こってお り、マツ枯

れ被害と遷移の進行の間に関係があるこ

とを示された。また跡地の処理法として、

遷移の進行の促進 といった方法を提起 さ

れていた。

このように、全体的にはマツ材線虫病

の森林への影響は防災的観点や生態学的

観点か らは予想より小 さく評価 されてい

るとい う感 じを受けた。 これはマツ材線

虫病を研究する者 としては意外な結果で

あった。 しか し、マツ材線虫病による急

激な遷移の進行の影響については、今後

も引き続き調査を行い、長期的に影響評

価をする必要性も感 じた。

野外でのマツ材線虫病被害の発生形態

に関する講演では、森林総合研究所九州

支所の中村克典氏らの報告が興味深かつ

た。氏によると、自然界でマツ林を構成

する樹種 と混植 した場合 と、現在よく造

林の際利用 される窒素固定植物 (ヤシャ

ブシ、エニシダなど)と 混植 した場合で

は、その後病原線虫を接種 し、その枯死

率を比較すると、窒素固定植物 との混植

区で枯死率が高 くなるとい う。生態学的

に興味深い結果であるとともに、実際の

造林とい う視点からも重要な結果であり、

今後更なる研究が期待 される。マツ材線

虫病 の研究では普通、マツノザイセ ン

チュウとマツノマダラカミキ リの系に関

するものが中心であるが、広島県林業技

術センターの軸丸祥大氏の研究はカラフ

トヒゲナガカ ミキ リとニセマツノザイセ

ンチユウの間で成立 している安定な系に

マツノザイセンチュウが侵入 した場合を

想定し、野外林分でマツノザイセンチュ

ウを接種することにより、その関係が ど

のよ うに変化す るかを解析 したもので

あった。 この研究によれば、マツノザイ

センチュウ接種による枯死アカマツか ら

脱出した場合でもカラフ トヒゲナガカ ミ

キ リは、ニセマツノザイセンチュウを保

持するか、もしくは線虫は保持 してお ら

ず、カラフ トとゲナガカ ミキ リが、マツ

ノザイセンチュウのベクター となる可能

性は小さいとい う。カ ミキ リムシと線虫

とい う生物問相互関係や、その進化に関

する問題 として大変興味深いものがあっ

た。また、マツ林内での枯死木の発生様

式に関して、岡山大学農学部坂本圭児氏

らは枯死木を中心に拡大 してい くパター

ンをモデル的に解析 された。同時に持ち

越 し枯れの危険性についてもふれ られた。

被害の発生、拡大様式に関する研究はマ

ツ材線虫病防除の基礎的情報を提供す る

ものであり、その重要性が再認識された。

本病に対する既往の防除法に関して報

告 した森林総合研究所の日畑勝洋氏によ

ると、現行の主要な防除法としては、べ

クター、マツノマダラカ ミキ リを対象 と

した農薬の空中散布、枯死木の駆除処理、

抵抗性育種などがあるが、氏 らはこの中

でも特に空中散布、枯死木処理による防

除の成功例、失敗例を全国か らの多くの

データを元に述べ られた。島などある程

度閉鎖 した場所では空中散布の効果が強

く認められたが、そ うでない場合には他

の地域からの飛び込みによる被害も考慮

に入れる必要があり、空中散布の難 しさ

が見えた。また、現行の散布法では回数、

範囲が限られていることもあり、十分な



効果を上げるには至 らないのではないか

とも考えられた。また、空中散布による

防除に対する反対意見もあげられた。島

根大学生物資源科学部小池浩
一郎氏は、

「マツ枯れ対策のアカウンタビリティ」

と題する講演で、空中散布の効果の有無、

方法に対する疑問点、周辺住民の反対運

動に関する問題を述べ られた。空中散布

については、以前か らその運用に対す る

議論 も多い ところであり、近年高まって

きた環境に対する関心 といった面からも

問題は多い。 このよ うな問題をどのよ う

に解決 してい くかは今後の重要な課題で

あろ う。寄主マツの側の抵抗性に関して

は、抵抗性選抜系統の樹体内での線虫の

移動 とい う点か ら森林総合研究所黒田慶

子氏の報告があった。氏は、抵抗性の要

因として、輪生枝が細 く、線虫が樹脂道

内を移動 しにくい とい う抵抗性系統の形

態的特徴による物理的要因をあげられ、

更に、未知の化学的要因についても研究

の必要があると述べ られた。抵抗性要因

は防除の面か ら重要な問題であり、解明

が待たれる。

防除は重要な問題であるが、同時に多

くの疑義が生 じている分野でもあり、今

後も1真重な論議がなされてい く必要があ

るだろ う。また、既往の防除法が有効に

機能 していない点をとらえて、病原体に

関する疑問も述べ られた。広島大学総合

科学部中根周歩氏は、氏が以前より唱え

ている大気汚染 ・酸性雨説について論を

展開された。 この講演には多くの質問、

反対意見が寄せ られた。ただ、マツ材線

虫病の誘因の一つ としての大気汚染、酸

性雨の研究の重要性は認める必要がある

だろう。

セッション最後の 2題 はマツ材線虫病

の今後の被害進展に関するもので、森林

総合研究所東北支所鎌 田直人氏はこれま

での広域を対象にした被害拡大の研究か

ら東北地方へのマツ材線虫病拡大に関す

るリスクアセスメン トを行い、防除常に

よる侵入阻止、潜在感染木の危険性など

について述べ られた。最後は茨城県林業

技術センター岸洋一氏で、茨城県におけ

る長期にわたる調査の結果から、枯死木

の伐倒駆除、予防散布の有効性、マツ材

線虫病大発生に必要な温度条件などか ら

年平均気温 13℃以下の地域では枯損は起

こるものの樹種変化には至 らず、マツ純

林が残る可能性を示された。

今回このセッションに参加 して強 く感

じたのは、マツ材線虫病を専門に研究す

る研者以外の間ではこの問題に関する認

識が思っていたより低いことであった。

また、本病の主因についても未だにマツ

ノザイセンチュウ以外のものがマスコミ

に取 り上げられるなど、我々の感覚 とし

ては信 じられないような状況がある。 こ

のような状況に対 して、どのように対応

するべきか、 と い う点についてはいろい

ろな意見もあろ うが、目下我々にとつて

はマツ材線虫病の発病機構の解明と、適

切な防除法の開発が急務ではないかと感

じた。

トマ トのネコブセンチュウ抵抗性品種を

侵す レース発生の現状と問題点

線虫抵抗性 トマ ト打破系線虫
によせて

川田弘志 ((株 )ネ マチック)

当社は線虫の産卵抑制微生物、パス ト

リアの商品化を目指 して研究開発を行っ

ている会社です。従つて、私は育種の専

10



門家ではない し、自身で線虫の抵抗性 を

検討 したことはあまりありません。ただ、

パス トリアを開発 して行 く過程で農家か

ら直接、間接に抵抗性 トマ トでありなが

ら線虫剤が手放せない話を聞いた り、ま

た、パス トリアの試験をある県の試験場

にお願い した折 り、 「この頃の トマ トは

線虫抵抗性で、味も良い し、 日持ちもす

る、パス トリアを トマ トに普及 させる価

値は少ないのではないか。」 と言われた

こともあります。当時は、宮崎の黒木修
一 さんが線虫抵抗性 トマ ト打破系統の線

虫が発生 して、MIジ ーンを導入 した ト

マ トに、多かれ少なかれ進入 して害をも

た らすであろ うと言 うことが知 られた頃

で、抵抗性打破系統がそれほど衡単には

発生しないと思われていた感があります。

後に、静岡の小林義明さんにその話をし

たところ 「威張れないけれど、静岡では、

宮崎より 2、3年 早くから発生して今では

抵抗性 トマ トなんか無い と思つた方がい

い。」 と言われたことがあります。今に

して思えば、静岡、宮崎に限らず、暖地

で、 しかもハ ウスで トマ トの連作栽培 を

行えば線虫が抵抗性 を獲得 し、マイナー

か らメジャーになることは必然なことと

思われます。今は亡き環研の岡本 さんの

報告を見ても明らかなことですが。

現在、パス トリアを普及するためPrl東、

東海、九州を中心に農家を訪ねています

が、抵抗性を導入 した トマ トだか ら線虫

対策が必要ない と言 う話は聞いてお りま

せん。尤も、抵抗性 トマ トで線虫対策が

できている農家か らの要請は無い訳です

か ら当然かもしれません。私の経験か ら

話せば、例えば、パス トリアを生産す る

最適作物はないかとアメリカの種子会社

か らい くつかの トマ ト品種を取 り寄せて

検討 したことがあります。その結果、 日

本のハウスの線虫に対 して真の抵抗性品

種は殆 どないと考えられました。抵抗性

品種の多くは線虫が進入 しても発根が旺

盛で被害を生 じにくい、即ち耐虫性を持

つものと考えるのが適当で した。ただ、

露地であれば抵抗性打破系線虫の個体群

がメジャーにならず抵抗性品種 として扱

うことができるかも知れません。

これもガスパー ドさんか ら聞いた話で

恐縮ですが、アメリカの種子会社は、遺

伝子 レベルまで良く検討 されているMI

ジーン以外に、存在が知らる 2、3の 線虫

抵抗性遺伝子を複数個導入する計画行つ

ているとも聞いています。現にアメ リカ

から取 り寄せた Cllerry grande と言 う品

種はミニ トマ トでありながら真性の抵抗

性に近い (殆ど瘤の形成がない)結 果を

得ています。ただ し、不味い トマ トで し

た。

トマ トに限らずキュウリでも線虫抵抗

性の導入が図れれば非常に素晴 らしい こ

とと思います。アフ リカ角キュウリ (キ

ワーノ)の 抵抗性は、いくらかネ ヨブセ

ンチュウの侵入を許す中途半端なもので

すが、逆にこの程度が抵抗性打破系統の

線虫発生を抑制 して適当ではないかと思

います。

線虫抵抗性品種の開発に限 らず、線虫

の被害を回避する手段に、これが一
番 と

言 うものはこれまでもなかった し、これ

からおないと思います。生物を相手にす

る以上、我々にとつて有利な対抗手段は

多様に採るべきで、人間の一人勝ちは生

物の原則か らも外れ るのでは無いで しょ

うか。



宮崎県における トマ トの抵抗

性を侵すネコブセンチュウの

発生状況と問題点

黒木修一

(宮崎県総合農業試験場環境部)

青果用 トマ トは、土耕栽培では接木が

行われ、何 らかの病害抵抗性を持ってい

る台木を利用することが一般的である。

これ らの台木は、ネ コプセンチュウに対

する抵抗性を持っているものが多いが、

この線虫抵抗性の台木に寄生するネ コプ

センチュウ (以下、打破系統 とする)が

存在することも知 られている。 この打破

系統は全国的に存在 しているとされるが、

九州内では宮崎県と熊本県で正式に確認

されている。その他の県では、研究報告

などで正式に確認 されてはいないが、種

苗会社の関係者によれば、発生 している

ようである。本県では平成 2年 に打破系

統のサツマイモネ ヨブセンチュウの個体

群を初確認 したが、それ以来、県内各地

か らの打破系統の発生事例を目にしてい

る。

県内では、 ミニ トマ トを含 めると約

240haでトマ トが栽培されている。沿海平

野部か ら中山間地帯まで、ほぼ県内全域

に生産地があり、ほとんどの生産者は線

虫抵抗性台木を利用 している。現在は、

これ らの産地か ら年間に数件はネコプセ

ンチュウ防除の相談を受けている状況に

あるが、この うち抵抗性台木にネ コブセ

ンチュウが寄生 しているのが確認できる

事例だけでも、年間 2件 程度ある。実際

には、この数倍の被害件数があることは

容易に推測できるが、正確には把握でき

ていない。 これ らの相談は、 トマ トの栽

培面積が大きい沿海地帯からのものがほ

とんどであり、中山間地帯では、打破系

統の発生自体を確認 していない。また、

県内にはサツマイモネコプセンチュウの

他、ジヤワネコブセンチュウやアレナ リ

アネコブセンチュウが分布 し、作物に被

害を出しているが、確認 された打破系統

は、いまのところ全てサツマイモネ ヨブ

センチュウであつた。 トマ トの線虫抵抗

性はこれ らネコプセンチュウの種に関係

なく抵抗性を示す と聞いているが、その

他の種にも打破系統が存在するのかは不

明である。本県のよ うにネコプセンチュ

ウの被害が大きい地域では、対抗植物の

効果 も含め種による寄生性の違いを一度

しつか り検討 してお く必要があるのでは

ないかと考えている。打破系統の種、発

生地の共通点、地域の特徴などを検討す

る機会を模索中である。

トマ トは線虫以外の上壌病害に対して、

薬剤や陽熱などによる消毒が必須である

ために、本県では線虫だけを対象 とした

防除はあま り行われていない。 しか し、

前作との間が短 く、上壌消毒も短時間に

終了させなければな らないような作型が

多く、臭化メチル消費が全国 2位 である

本県では、臭化メテルの規制は、これ ら

の作型など栽培圃場の線虫防除にも相当

大きな影響があるものと思われる。近い

将来には、打破系統の発生が今よりも選

かに大きな問題 となってくると考えてお

り、特に打破系統を対象 とした防除試験

を今年度か ら開始 した。従来は土壊病害

と同時に防除され、単独ではさほど問題

となる場面の少なかった打破系統の存在

であるが、 トマ トの線虫抵抗性を打破す

るネコプセンチュウがいるとい うだけで、

栽培する品目や作型に影響 し、県全体の

園芸作物栽培の全体にまで影響する可能
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性がでてきたのである。

打破系統の発生はt本 県ではわずか 2

作の連作で発生してお り、その発生生態

は完全に把握されていないが、高温との

関係など徐々に明らかにされつつある。

[編集後記]

◆農業環境技術研究所の荒城と申します。

3年 ほど線虫研究から離れて、プロジェ

ク ト研究の企画立案や研究成果の広報

に携わつており、研究に復帰したのが

去年の 4月 、リハビリテーション期間

が過ぎて、この 4月 からニュース編集

担当を仰せ付かりました。なかなか企

画が決まらずもたもた したニュース

No.11でしたが、編集作業も終わりに近

づいているところです。

◆私が今度のニュース編集担当者の中で
一番年 嵩なので,水 久保 さんか ら

ニュース編集責任者を引き継ぐことに

なりました。会員の皆様の協力を得な

がら、年 3回 のニュース発行に挑戦し

ていきたいと思つています。事務局か

らの案内に止まらず、海外 。国内の関

連学会の動向や、 ト ピックスを幅広く

1997年8月1日

日本線虫学会発行

編集責任者 荒 城雅昭

晨業環境技術研究所

環境生物部微生物管理科

線虫 ・小動物研究室

〒305茨 城県つくば市

観音台3-+1

TEL:0298‐ 38-8316

FAX:0298‐ 38‐8199

先に述べたように今後は打破系統の存在

が、 トマ トの作付け全体に影響すること

もあり得ると考えられるため、防除法だ

けでなく発生生態の解明が進むことが望

まれる。

お伝えし、また会員間の相互 コミュニ

ケーシ ョンの場 として利用 していただ

けるよう努めたいと思います。

◆大会の講演が 42本 と、過去最高を数え

ました。エクスカーシ ョンも楽 しみで

す。北海道の大会事務局の皆 さん、も

う一頑張りお願いします。

◆本ニュースの原稿を随時募集 していま

す。身近な線虫の話題、諸会議の報告、

学会または会員への提案等 どのような

内容でも結構ですので、下記または最

寄のニュース編集担当者までご連絡 く

ださい。次号は、ア リゾナで開催 され

るSONの 大会の報告を始め、内容の

充実 したニュースをお届けできると思

います。 (荒城雅昭)

日本線虫学会ニュース第11号

編集担当 :荒城雅昭 ・小坂 肇

串田篤彦 日立石 靖
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